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衆
議
院
議
員
馳
浩
君
提
出
北
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新
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線
の
早
期
の
整
備
着
工
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
、
四
及
び
五
に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
が
行
う
新
幹
線
鉄
道
の
建
設
に
関

す
る
工
事
に
要
す
る
費
用
は
、
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
十
三
条
第
一
項
及
び
全

国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
二
百
七
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
及
び
当
該

新
幹
線
鉄
道
の
存
す
る
都
道
府
県
が
二
対
一
の
割
合
で
負
担
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

ら
の
規
定
を
踏
ま
え
、
機
構
が
長
野
県
、
新
潟
県
、
富
山
県
及
び
石
川
県
と
の
間
で
そ
れ
ぞ
れ
「
北
陸
新
幹
線
鉄
道
整
備
事

業
費
負
担
金
協
定
書
」
を
締
結
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
「
金
沢
開
業
に
遅
れ
が
生

じ
る
こ
と
」
が
な
い
よ
う
、
新
潟
県
に
お
い
て
も
他
の
三
県
と
同
様
に
、
同
協
定
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
負
担
金
の
県
別
負

担
率
の
改
訂
に
係
る
機
構
の
求
め
に
適
切
に
対
応
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
負
担
金
に
係
る
予
算
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を
講

じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
新
潟
県
の
申
入
れ
を
踏
ま
え
、
関
係
部
局
に
お
い
て
同
県
と
協
議
を
行
っ
て
き
た

一



と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
協
議
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
「
北
陸

新
幹
線
に
か
か
る
諸
課
題
に
関
す
る
沿
線
県
知
事
及
び
関
係
者
に
よ
る
会
議
」
に
お
い
て
、
新
潟
県
知
事
の
み
か
ら
指
摘
さ

れ
た
課
題
が
複
数
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
津
川
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
よ
り
同
県
知
事
と
個
別
に
話
し
合
う
場
を
設
け
た
い
旨

を
申
し
出
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
、
同
県
と
の
間
で
日
程
調
整
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

北
陸
新
幹
線
に
係
る
平
成
二
十
三
年
度
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
七
日
に
国
土
交
通
省
が
公
表

し
た
「
平
成
二
十
三
年
度
整
備
新
幹
線
事
業
費
線
区
別
配
分
」
に
お
い
て
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
お
尋
ね
の
点
に

つ
い
て
は
、
建
設
主
体
で
あ
る
機
構
か
ら
は
、
現
時
点
で
は
算
出
し
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

二


